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令和７年度 第１回

東京都

医療的ケア児支援地域協議会

▸日 時：令和７年７月３０日（水曜日）18時から

▸実施方法：オンライン会議
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会議の進行
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Ⅰ開会

（１）委員・幹事紹介

（２）会長の互選・副会長の指名

Ⅱ議事

（１）医療的ケア児支援における地域支援の取組について

（２）令和５年度・令和６年度における医療的ケア児支援センターの

相談実績について

（３）インクルーシブ保育の推進に向けた情報・教育的コンテンツの

整備事業について

（４）その他

Ⅲ開会
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医療的ケア児支援における地域支援の取組
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議事１
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➤ 協議の場、コーディネーター配置とも、未設置・未配置の自治体に対して呼びかけが必要
➤とりわけ多摩地域において未設置・未配置が多く、積極的な支援が必要

➤設置済・配置済の場合でも、実態の状況把握、状況に応じて支援が必要

1-1 医療的ケア児支援における地域支援の取組

地域支援

132件

（52%）

区部
総件数243件

総件数254件
➤ 多摩地域の基礎自治体に対し、より積極的な地域支援が必要

令和６年度第２回東京都医療的ケア児支援地域協議会事務局説明資料より

• 医療的ケア児等への適切な支援のため関係機関等が連携を図る協議の場

→東京都及び各区市町村において設置

• 医療的ケア児に対する関連分野の支援を調整する「医療的ケア児等コーディネーター」

→東京都及び各区市町村において配置

東京都障害者・障害児施策推進計画に掲げる成果目標（令和８年度末目標）

到達状況

回答 特別区 市町村部

設置済 23区 19市1町 

設置予定あり 0 1市1町

設置なし 0 6市3町8村

回答 特別区 市町村部

配置済み 18区 16市1町 

配置なし 5区 10市4町8村

＜協議の場の設置＞ ＜コーディネーター配置＞

都内区市町村における医療的ケア児支援事業の取組状況調査結果より（令和6年11月時点）

※令和６年度第２回東京都医療的ケア児支援地域協議会事務局説明資料
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各自治体の協議の場設置・運営に係る支援

〇医療的ケア児支援センター（多摩）

＜令和６年度実績＞

・医療的ケア児等に係る担当部署に訪問し、東京都医療的ケ児支援センターの周知及び自
治体で課題となっている事柄等について聞き取りを実施。１２市訪問。

・設置済の協議の場への参加・傍聴３市。

＜令和７年度目標＞

・引き続き訪問を行い、多摩地域２６市全市を訪問。協議の場の立ち上げについて現状把
握するとともに、自治体の医療的ケア児の支援体制構築をサポートする。

〇医療的ケア児支援センター（区部）

1-2 医療的ケア児支援における地域支援の取組

＜令和６年度実績＞

・２３区の医療的ケア児等支援協議会・関係機関連絡会等に参加・傍聴２１区延べ３９回。

＜令和７年度目標＞

・引き続き各区の協議会・連絡会に参加・傍聴し、各区の支援状況・支援者の把握、医療
的ケア児とその家族に対する的確な支援につなげる。顔の見える関係、気持ちが通じる関
係を築くことにより、各区間・事業者間の橋渡し役となり、ネットワークづくりを支援す
る。

市町村への訪問による個別対応・支援

各区の協議会・連絡会への参加による状況把握・連携

地域機関訪問

行政 医療機関 事業所等

国立市（母子・障がい福祉）
・7/11   

府中市役所障害福祉課

CD

多摩府中保健所
杏林大 児発

（小金井

八王子市医療的ケア児支援センター(しまはち・ベ ―

武蔵野市 母子保健係
しろくま

CF参加

アイビーMORE

調布,三鷹,府中3市共同の障害者施設視察（建設
訪問看

三鷹市（基幹センター）

狛江市高齢障害課

小平市障害福祉課

東久留米市障害福祉課・児発わかくさ学園

東村山市障害福祉課2
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各自治体の協議の場設置・運営に係る支援

〇稲城市主催講演会「医療的ケア児の支援を考える」

1-3 医療的ケア児支援における地域支援の取組

医療的ケア児支援センター（多摩）による講演

「地域に暮らす医療的ケア児及びその家族を支える体制づくり

～東京都医療的ケア児支援センターの立場から～」

・市内の各部門の職員（福祉・保健・保育・教育等）、支援者等約７０人が参加

➤医療的ケア児支援センターとも連携し、協議の場設置に向けたキックオフとしての取組

令和７年６月２５日（水曜日）＠稲城市地域振興プラザ

➤医療的ケア児の支援には、ライフステージ
を通した一貫した支援が必要

➤そのためには行政内の横の連携（庁内連
携）が重要

講義TOPIC
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➤養成研修修了者の数は着実に増える一方、各区市町村においては、研修修了者のその後の
育成や、コーディネーターの活用方法・取り組み方に課題を感じている。

1-4 医療的ケア児支援における地域支援の取組

〇コーディネーター養成後の育成（研修修了者が実際に支援に携われない、相談が実績のある人へ偏る）
〇自治体配置のコーディネーターの役割（民間事業所のコーディネーターとの役割・位置づけの違い、連
携・活用方法）

令和６年度区市町村における東京都医療的ケア児等支援担当者連絡会 事前アンケートで多く寄せられた回答

平成30年度～令和6年度

累計 680 名
52

114

56

103 103
125 127

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

医療的ケア児等コーディネーター養成研修修了者数

※令和６年度第３回東京都医療的ケア児支援地域協議会事務局説明資料より

【取り組む上で課題と感じること・困りごとについて】

医療的ケア児等コーディネーター配置に係る支援
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所属 職種

区市町村職員
保健師43、事務28、看護師5、
福祉系15、その他6

コーディネーター
相談支援専門員9、看護師6、
保健師4、その他4

東京都保健所職員 保健師

その他
（区委託施設等）
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1-5 医療的ケア児支援における地域支援の取組

・医療的ケア児支援区市町村担当者連絡会の実施（全体会）

日時 令和７年７月４日（金曜日）AM10～12時

開催方法 オンライン開催

対象者

〇区市町村医療的ケア児施策担当（障害福祉主管、母子保健主管等）
〇自治体配置の医療的ケア児等コーディネーター

内容

〇都の医療的ケア児支援事業説明、医療的ケア児支援センターからの説明
〇講演（東京都医療的ケア児支援センター（多摩）冨田センター長）
〇取組紹介（杉並区保健福祉部障害者施策課におけるコーディネーター配置の取組）

➤例年より早期の実施とし、コーディネーター配置をテーマに講演・取組紹介を実施

計１３４人から申込★計１６４アカウントがアクセス（うち事務局・講師等１０ アカウント）

医療的ケア児等コーディネーター配置に係る支援

区市町村職員

97人
（区部73：多摩24）

コーディネーター

23人
（区部16：多摩7）

東京都保健所職員

12人

（多摩11：島1） その他

2人

参加者の属性

区部 多摩 島しょ 計

区市町村職員 73 24 0 97

コーディネーター 16 7 0 23

東京都保健所職員 0 11 1 12

その他（区委託施設等） 2 0 0 2

（9%）

（72%）

※申込時の情報から集計（134人分）

（2%）
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1-6 医療的ケア児支援における地域支援の取組

〇東京都立小児総合医療センター在宅診療科 冨田部長からの講義

自治体配置のコーディネーターの役割 そしてお願いしたいこと

①コーディネーター配置までの経緯

②医療的ケア児等コーディネーターの役割 支援センター・自治体配置・民間

③コーディネーターに期待されている事

④自治体がコーディネーターに配慮すべきこと

TOPIC

「コーディネーターへの期待 ～支援センター・自治体配置・民間それぞれの役割～」

講義資料から抜粋

医療的ケア児等コーディネーター配置に係る支援
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1-7 医療的ケア児支援における地域支援の取組

民間のコーディネーターの役割、コーディネーター同士の連携の必要性 についても説明

自治体配置のコーディネーターの役割 そしてお願いしたいこと

〇東京都立小児総合医療センター在宅診療科 冨田部長からの講義

「コーディネーターへの期待 ～支援センター・自治体配置・民間それぞれの役割～」

医療的ケア児等コーディネーター配置に係る支援
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医療的ケア児等コーディネーター配置に係る支援

1-8 医療的ケア児支援における地域支援の取組

〇杉並区保健福祉部障害者施設課障害者保健担当からの取組紹介

・最初の相談窓口を保健センター地区担当保健師と明確にしたうえで、関係機関の連携強化

・障害者施策課に配置した医療的ケア児等コーディネーターが庁内連携のもと、通園・通所の総合調整
を担う。

TOPIC

➤母子保健との協働により医療的ケア児の全数把握

→庁内連携の促進、地域課題の把握 →保育・学校・学童での受入促進
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1-9 医療的ケア児支援における地域支援の取組

〇庁内連携が進んだ結果うまれたもの

・医療的ケア児等の並行通園マニュアル

・１型糖尿病児支援の手引き（乳幼児期～学齢期を通じたセルフケアのステップアップ）

〇杉並区保健福祉部障害者施設課障害者保健担当からの取組紹介

・民間の相談支援事業所に早期につなぎ、連携・サポートすることで伴走型支援体制を構築

・医療的ケア児等コーディネーターが保育課や特別支援教育課所管の会議にも参加し庁内連携を促進

TOPIC 講義資料から抜粋

医療的ケア児等コーディネーター配置に係る支援
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1-10 医療的ケア児支援における地域支援の取組

〇担当者連絡会参加後アンケートより

医療的ケア児等コーディネーター配置に係る支援

今後の連絡会で取り上げてほしいテーマ・内容等
・医療的ケア児等コーディネーターの自治体内での取組事例をさらに聞きたい ※多数

・自治体内の事例に加え、施設に配置されているコーディネーターの動き方（配置後どのように動いているのか）も知
りたい。
・他区市町村でどのように庁内連携を行なっているか知りたい。
・短期入所や生活介護など、施設の数が足りていないときに他自治体でどうしているのか知りたい。
・「１８歳以降の制度への移行」や「園や学校看護師の雇用」等、実際の対応について具体的な情報を知りたい。

今回の連絡会に対する意見
・質疑の時間を多くし、参加者の意見がもっと聞きたい。
・関係性が作れるような開催方法を希望。
・グループでの意見交換を行えると有意義だと思う。

来年度の連絡会開催時に向けて、取り上げてほしいテーマ・内容・その他意見など（自由記載）
・医療的ケア児等コーディネーターの自治体内での取り組み事例をさらに聞きたい ※多数

・自治体配置の事例に加え、施設に配置されているコーディネーターの動き方（配置後どのように動いているのか）も
知りたい
・他区市町村でのどのように庁内連携を行なっているか知りたい
・コーディネーターの動きのフローを知りたい。依頼の一報が入ってからどんな動きをするのか。
・サービス資源の掘り起こしや不足しているサービスの穴埋めで苦労している事、やりくりしている事例。
・短期入所や生活介護など、施設の数が足りていないときにみなさんはどうしているのか
・「１８歳以降の制度への移行」や「園や学校看護師の雇用」等、実際の対応について具体的な情報。

※参加者７６名から回答収受

➤特に杉並区の取組紹介が参考になったという回答が多数 ※回答者の９６％が「参考になった」と回答

➤他自治体との意見交換、他自治体の取組事例の共有に関するニーズが高い

４、参考になった理由
・コーディネーター配置までの経緯、自治体配置のコーディネーターの役割について再確認できた。
・富田先生の講義で全体の流れを学び、杉並区の事例で具体的な取り組みを学ぶことができた。

・自治体が主導となり行っていく点などは今後行政とどのように関わって行けばよいのか、はっきりして良かった。それを理解した上で杉並区の
取り組みを聞くことができ更に理解を深めることができた。
・庁内の連携には苦慮しているところで、杉並区の発表が大変参考になった。
・他区の取り組みを聞くことで、本市での庁内連携をどのように行うべきか参考になった。

・在宅で医ケア児を支援するに至った経過等のご説明から、その必要性等の理解を深めることができたと思う。また、杉並区の取り組みも、実際に取り入れられ
るかどうかは別にしても参考になった。
・杉並区の取組も具体的にご教示いただけ、大変参考になりました。
・在宅小児医療の変遷が非常にわかりやすく、他の勉強会でも講演を聞くことがありましが、富田先生のお話は大変分かりやすくためになります。
・杉並区の報告が参考になりました
・杉並区の具体的な内容がとても参考になった。
・これまでの経過や、現状及び課題が理解できた。
・拡充した制度や、コーディネーターの必要性と課題の理解が深まったため。
・医療的ケア児支援での自治体の役割等、成功事例もお聞きできて参考になった。他部署との連携の大切さを更に感じました。
・庁内連携はまさに所属の区の課題でした。どのようにすすめたら良いのか悩んでいるところでした。
・杉並区の医ケアコーディネーター導入の経緯や動きについての説明が大変参考になった
・具体的なサービス（ペアレントメンター事業）が知れたことや、医療的ケア児支援センターの利用のハードルが下がったことなどがあります。

・コーディネーターの配置計画や庁内連携など、基幹相談支援センターのコーディネーターとして方向性に悩むことがあったが、期待されていることが明確になり、
庁内連携の具体例を学ぶことができた。
・医療的ケア児の全数把握や看護師の小学校・学童派遣等、他区の状況が聞けて良かったです。
・自治体職員がコーディネーターとして活動する参考となったので
・他自治体の取り組み（自治体所属のコーディネーター配置の考え方や実態把握調査）がとても参考になりました。
・富田医師の講義でコーディネーター配置までの経緯が分かりやすくてよかった。どういった役割があるのか、地域連携の重要性を再度認識できる機会となった。
・他市の庁内連携について知ることができ、参考になった。"
・他自治体の取り組みが参考になりました。
・杉並区様の具体的な取り組みを聞くことができて参考になりました。

・医療的ケア児等コーディネーターが行うべき仕事の内容が、これでいいのかな、他市はどうしているのだろうか等、発表があって見える部分があって安心しました。
冨田先生のご講演で法律の柱や三層構造のお話が聞けたのも参考になりました。定期的に原点を思い起こすということではっと気づくことがありますので勉強
になる（自分を見直す）参考になる連絡会です。ありがとうございます。

・①冨田先生の講義が大変参考になり資料を再読し振り返っております。練馬区では、まだまだ手探り状態で医ケア児コーディネーターとしての仕事に従事し
日々奮闘しております。役割や取り組みが積み重なり手応えも感じつつ、しかしこれを可視化し役割や現状を内部さらには外部に発信することが課題かと感
じておりました。今回の先生の講義はとてもわかりやすい解説で、日々の取り組みを整理する大きな道筋をいただけたと思います。今後の役割について、考察
しまとめていこうと思います。ありがとうございました。②杉並区の取り組みの講義を聴くことができ大変参考になりました。特に医ケア児の全数把握についての
策が大変参考になりました。
・東京都医療的ケア児支援センターに寄せられる相談件数や内訳について詳しくお話しいただいたことで、全体的にどのような相談が多いのか知ることができた。
・他区市町村の医療的ケア児等の支援への取り組みについて詳しく知ることができたので、あきる野市でも参考にして取り組んでいきたいと思った。

・医療的ケア児等コーディネーターについてや、杉並区の取り組みについてご説明いただき、あきる野市で参考にできる部分を考えながら聴くことができたので良
かった。"

・特に杉並区の話は今後医療的ケア児の支援をするにあたって参考になりました。
・制度の確認、動向、医療的ケア児対応の基本から大切な点までがコンパクトにまとまっていて、整理から気づきまでの学びの時間になりました。
・異動し、4月から着任したため胃ケア児の支援についての知識が浅いため、冨田先生の講義がとても分かりやすくよかったです。ありがとうございました。
・杉並区の取り組み報告が、具体的でよかった
・東京都の事業の説明がよくわかりました。また、杉並区の事例が具体的で、庁内外で連携が取れている様子が理解できました。
・自分の区での取り組みについて、もっとよく把握しないといけないと思いました。"
・具体的な情報提供、取り組みを知ることができたため
・管内の取り組み、実情と比較しながら、地域の課題を認識することができたため。
・冨田先生のお話は何度も聞いてはいますが、繰り返し聞くべき内容であると思います。
・杉並区の永沢係長のお話は、これから各行政が迅速に行わなければならない内容やヒントが盛り込まれており、大変勉強になりました。
・医ケア児コーディネーターの具体的な求められる役割が理解できたこと。
・協議の場の設置や全数把握の具体的な方法が理解できた。

・医療型短期入所事業所の開設についての検討ができていないことやペアレントメンター事業の普及ができていないことに気付くことができました。全数把握につ
いての重要性も感じることができました。
・他自治体の取り組み例が特に参考になった。
・現在の医療的ケアの対応について、都の現状がよく分かったことと、自治体からの取組みの報告もあり、とてもそれが参考になったため。
・医療的ケア児支援センターの相談状況から、区・多摩地域の地域課題の傾向や今後起こりうる課題を知ることができました。
・コーディネーターの役割等基本的なお話をもう一度勉強をした時を振り返る良い機会になりました。

参考になった理由
・コーディネーター配置までの経緯、自治体配置のコーディネーターの役割について
再確認できた。

・冨田先生の講義で全体の流れを学び、杉並区の事例で具体的な取り組みを学
ぶことができた。
・庁内の連携には苦慮しているところで、杉並区の発表が大変参考になった。
・他区の取り組みを聞くことで、本市での庁内連携をどのように行うべきか参考に

なった。

連絡会をどのように感じたか

とても参考になった 68％

参考になった 25％

やや参考になった 7％

あまり参考にならなかった 0％

全く参考にならなかった 0％
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1-11 医療的ケア児支援における地域支援の取組

・医療的ケア児支援区市町村担当者連絡会の実施（対面方式）

医療的ケア児支援センター（多摩）において、自治体配置の医療的ケア児等コーディネー
ター連絡会を多摩府中保健所圏域で試行。
〇 令和６年１２月１０日実施、１２名が参加。
〇 近隣自治体の取組を具体的に共有（庁内連携の仕方、保育入園、入学、民間CDとの連携の仕方等）
→連絡会の継続ニーズが高く、今後も他圏域を含め実施を検討。

上記に加え、医療的ケア児支援センターによる個別的サポートを実施。

★基礎自治体における好事例の発表、近隣地域ごとに分かれてのグループワークを行う。

★取組方法の共有や困りごとに関する意見交換により、自治体担当者間・コーディネーター間の横の
つながりに資するものとする。

都内自治体間の意見交換・情報共有の場についてのニーズが高いことから、７月の全体会（オン
ライン）に加え、９月に対面方式の連絡会を別途実施予定（区部・多摩地域ごと、区市町村職員と
自治体配置のコーディネーターを対象）

・コーディネーターフォローアップ研修の実施

★昨年度同様、医療的ケア児等コーディネーター研修の修了者を対象に、初任期研修（過去３年以
内修了者）と現任期研修（H30年度以降修了者）を実施。

★現任期研修…昨年度より早期の実施とし、オンラインによる事例検討（参加者から相談内容共
有・講師を交え意見交換）・近隣地域ごとでのグループワークを実施。

医療的ケア児等コーディネーター配置に係る支援

・自治体配置の医療的ケア児等コーディネーター連絡会の実施（多摩地域）

（参考※昨年度）自治体配置の医療的ケア児等コーディネーター連絡会の実施
医療的ケア児支援センター（多摩）において、自治体配置の医療的ケア児等コーディネーター連絡会を

多摩府中保健所圏域で試行。
・令和６年１２月１０日 多摩府中保健所圏域の担当者１２名参加。
・近隣自治体の取り組みを具体的に共有。 →連絡会の継続ニーズが高かった。



令和７年度第１回東京都医療的ケア児支援地域協議会事務局説明資料

15

医療的ケア児地域家族交流会の実施

〇医療的ケア児支援センター、小児総合医療センター子ども・家族・地域支援セン
ターと共催にて実施

〇これから退院する医療的ケア児の保護者をはじめ、自治体職員（特別区含む）、
医療的ケア児等コーディネータ―、訪問看護ステーションや福祉事業所職員、病院
職員等、計１７１名が参加

〇在宅療養での工夫やノウハウを共有できるブースの設置、在宅で使用する医療機
器や養育物品の展示、情報誌等の閲覧等を実施（医療的ケア児の子育て経験のある
保護者・西部訪問看護事業部・小児総合医療センター入退院支援の看護師の協力の
もと実施）

1-12 医療的ケア児支援における地域支援の取組

その他地域支援の取組

〇医療的ケア児支援センター（区部）
・医療的ケア児支援に係る研修・講演会への参加 ４区 (練馬、足立、中央、墨田)
・医療的ケア児支援に係る講演会等イベント参加 ２区 (北、練馬)

〇医療的ケア児支援センター（多摩地域）
・医療的ケア児支援に係る研修 １市（武蔵野）

➤今年度も交流会を実施予定

区市町村における研修・講演会への参加（R6年度実績）

令和６年１２月１０日 ＠都立小児総合医療センター

※他、都医療型短期入所事業所開設者向け研修の講師等
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令和５年度・令和６年度における医療的ケア児
支援センターの相談実績

16

議事２
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個別支援

157
(65%)

地域支援

86
(35%)

合計

243

多摩

★令和５年度相談件数 合計467件

2-1 医療的ケア児支援センターにおける相談実績

個別支援

123
(49%)

地域支援

126
(51%)

合計

249

区部

個別支援

138
(63%)

地域支援

80
(37%)

合計

218

多摩

個別支援

125
(48%)

地域支援

133
(52%)

合計

258

区部

★令和６年度相談件数 合計501件

東京都医療的ケア児支援センター…令和４年９月より運営開始（区部・多摩地域一カ所ずつ）。
令和５年度・６年度の相談件数を集計し分析。

■個別支援…特定の医療的ケア児と家族への個別の支援に向けた対応

■地域支援…自治体・地域における支援体制構築の後方的な支援

➤令和５・６年度の総相談件数について、年度間、区部・多摩地域、個別支援・地域支援の比率はほぼ変わらず安定
17
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★令和５年度

2-2 医療的ケア児支援センターにおける相談実績

★令和６年度
42

20

5

26

4

21

2

4

1

0

19

53

22

10

35

0

28

1

6

2

0

32

①本人・家族

②相談支援専門員

③障害福祉事業所等職員

④自治体職員

⑤学校・保育所等職員

⑥医師会・医療機関等職員

⑦他県医ケアセンター職員

⑧自治体設置窓口職員

⑨その他

⑩不明・未把握

【再掲】医ケアコーディネーター

R6個別支援

9

7

69

7

21

6

6

8

25

7

9

27

3

23

6

10

1

36

①相談支援専門員

②障害福祉事業所等職員

③自治体職員

④学校・保育所等職員

⑤医師会・医療機関等職員

⑥他県医ケアセンター職員

⑦自治体設置窓口職員

⑧その他

【再掲】医ケアコーディネーター

R6地域支援

53

15

5

13

4

31

2

0

9

50

21

4

17

1

35

10

0

22

①本人・家族

②相談支援専門員

③障害福祉事業所等職員

④自治体職員

⑤学校・保育所等職員

⑥医師会・医療機関等職員

⑦その他

⑧不明・未把握

【再掲】医ケアコーディネーター

R5個別支援

11

3

82

10

15

5

5

11

4

41

4

17

3

29

①相談支援専門員

②障害福祉事業所等職員

③自治体職員

④学校・保育所等職員

⑤医師会・医療機関等職員

⑥その他

【再掲】医ケアコーディネーター

R5地域支援

■区部
■多摩①相談者属性

▼

➤地域支援における自治体職員からの相談件数…区部・多摩の差が顕著 18
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①０歳 ②１歳 ③２歳 ④３歳 ⑤４歳 ⑥５歳 ⑦６歳

⑦小学

生（7-

12歳）

⑦中学

生（13-

15歳）

⑦高校

生（16-

18歳）

⑥19-39

歳

⑦40-64

歳

⑬65歳

以上

⑭不

明・未

把握

区部 23 12 8 8 3 4 3 27 9 8 13 0 0 7

多摩 6 13 12 10 9 5 8 39 6 8 17 4 3 17

0

10

20

30

40

50

60

70

★令和５年度

2-3 医療的ケア児支援センターにおける相談実績

★令和６年度

②（個別支援）医療的ケア児の年齢

➤小学生が最も多い。特に多摩地域はR5→R6で件数が倍増。

▼

19

①０歳 ②１歳 ③２歳 ④３歳 ⑤４歳 ⑥５歳 ⑥６歳

⑦小学

生（7-

12歳）

⑦中学

生（13-

15歳）

⑦高校

生（16-

18歳）

⑥19-39

歳

⑦40-64

歳

⑧65歳

以上

⑦不

明・未

把握

区部 17 13 15 7 4 5 8 26 5 7 8 0 0 8

多摩 12 8 8 12 3 13 12 18 9 1 19 4 1 18

0

5
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15

20
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30

35

40

45
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★令和５年度

2-4 医療的ケア児支援センターにおける相談実績

★令和６年度

28

24

41

0

26

45

16

52

1

0

3

5

1

6

11

9

12

25

1

50

0

24

47

22

80

11

4

6

6

1

13

15

25

26

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

①-ⅰ人工呼吸器（IPPV）

①-ⅱ人工呼吸器（NPPV、ハイフロ…

②気管切開

③鼻咽頭エアウェイ

④酸素療法

⑤吸引

⑥ネブライザー

⑦-ⅰ経管栄養（経鼻胃管、胃瘻等）

⑦-ⅱ経管栄養（持続経管注入ポン…

⑧中心静脈カテーテル

⑨定期的な皮下注射

⑩定期的な血糖測定

⑪継続的な透析

⑫定期的な導尿

⑬定期的な排便管理

⑭痙攣時の処置

⑮不明・未把握

40

6

47

1

14

48

15

60

0

1

4

9

0

12

16

6

16

15

2

32

0

24

35

13

60

3

1

1

4

4

9

14

17

22

0 10 20 30 40 50 60 70

①-ⅰ人工呼吸器（IPPV）

①-ⅱ人工呼吸器（NPPV、ハイフロセ…

②気管切開

③鼻咽頭エアウェイ

④酸素療法

⑤吸引

⑥ネブライザー

⑦-ⅰ経管栄養（経鼻胃管、胃瘻等）

⑦-ⅱ経管栄養（持続経管注入ポンプ…

⑧中心静脈カテーテル

⑨定期的な皮下注射

⑩定期的な血糖測定

⑪継続的な透析

⑫定期的な導尿

⑬定期的な排便管理

⑭痙攣時の処置

⑮不明・未把握

③（個別支援）医療的ケア内容

➤区部で人工呼吸器の相談が多い

■区部
■多摩

20
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★令和５年度

2-5 医療的ケア児支援センターにおける相談実績

★令和６年度

13

5

14

3

15

6

32

6

22

3

21

22

1

0

5

4

5

1

1

2

11

5

5

10

13

10

8

16

14

56

3

23

0

22

29

3

4

2

8

14

1

2

0

17

4

19

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

①相談支援

②自治体（相談窓口）

③医療的ケア

④訪問診療

⑤訪問看護

⑥医療機関

⑦障害福祉サービス

⑧在宅レスパイト

⑨レスパイト（入所・入院）

⑩受診相談、入院相談等

⑪保育所、幼稚園

⑫学校

⑬学童クラブ

⑭就労

⑮経済的負担

⑯家族、きょうだい

⑰生活上の不安（心身の健康等）

⑱虐待・DV相談（疑い等を含む）

⑲災害時の対応（支援、備え等）

⑳家族会、ピアサポート等

㉑医療物品・日常生活の支援

㉒外出支援

㉓その他

34

14

3

2

0

15

18

1

28

3

0

16

18

0

1

1

1

2

0

0

1

17

66

17

16

9

16

31

32

9

16

2

0

22

26

2

10

3

17

14

1

0

5

31

0 20 40 60 80 100 120

①制度・サービス

②相談支援

③自治体（相談窓口）

④医療的ケア

⑤訪問診療

⑥訪問看護

⑦障害福祉サービス事業所

⑧在宅レスパイト

⑨レスパイト（入所・入院）

⑩受診相談、入院相談等

⑪緩和ケア

⑫保育所、幼稚園

⑬学校

⑭学童クラブ

⑮就労

⑯経済的負担

⑰家族、きょうだいとの関わり

⑱生活上の不安（心身の健康等）

⑲虐待・DV相談

⑳災害時の対応（支援、備え等）

㉑家族会、ピアサポート等

㉒その他

■区部
■多摩④（個別支援）相談内容

➤障害福祉サービス、レスパイト、保育所・幼稚園、学校に関する相談が多い傾向
（年度・地域間での大きな差はみられない） 21

▼

▼
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★令和５年度

2-6 医療的ケア児支援センターにおける相談実績

★令和６年度

①医療機関

②障害福祉

サービス事

業所

③行政機関

④保育園、

幼稚園、学

童

⑤教育機関
⑥相談支援

事業所

⑦他県医療

的ケア児支

援センター

⑧自治体設

置の医ケア

児相談窓口

⑨その他

【再掲】医

ケアコー

ディネー

ター

区部 11 3 13 1 3 12 0 10 0 17

多摩 30 32 74 7 43 18 6 21 25 5
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①医療機関

②障害福祉

サービス事業

所

③行政機関
④保育園、幼

稚園、学童
⑤教育機関

⑥相談支援事

業所
⑦その他

【再掲】医ケ

アコーディ

ネーター

区部 30 6 25 1 1 16 1 9

多摩 77 55 130 22 24 58 32 32

0
20
40
60
80
100
120
140

⑤（個別支援）関係機関との連絡調整

▼

▼

➤多摩において、行政機関・教育機関との連絡調整が顕著に多い 22
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★令和５年度

2-7 医療的ケア児支援センターにおける相談実績

★令和６年度

①手

当、補

助制度

等

②相談

支援

③自治

体（相

談窓

口）

④医療

的ケア

⑤医療

機関等

⑥障害

福祉

サービ

ス

⑦レス

パイト

（入

所・入

院）

⑧保育

所・幼

稚園

⑨学校

⑩家族

会・ピ

アサ

ポート

⑪地域

の支援

体制

⑫研修

⑬災害

時の対

応

⑭医療

物品・

日常生

活の支

援

⑮その

他

区部 15 5 3 13 4 22 13 25 9 1 32 22 4 3 15

多摩 23 4 13 9 3 11 4 7 9 0 9 5 1 2 31

0
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35

①制度・

サービス

②相談支

援

③自治体

（相談窓

口）

④医療機

関等

⑤障害福

祉サービ

ス事業所

⑥レスパ

イト（入

所・入

院）

⑦保育

所・幼稚

園

⑧学校

⑨家族

会・ピア

サポート

⑩地域の

支援体制
⑪研修 ⑫その他

区部 36 2 6 7 4 5 29 14 1 21 13 29

多摩 34 7 16 7 11 6 19 8 2 14 10 26

0
5
10
15
20
25
30
35
40

⑥（地域支援）情報提供・助言等の内容

▼
▼

➤区部において、保育園・幼稚園、地域の支援体制についての情報提供・助言が多い

区部
④ 各区で集まって医療的ケア児支援について話す場がつくれないか
（区障害福祉課）

⑤ 保育所で人工呼吸器が必要な子の受け入れを検討したいので、実
績のある他自治体の状況が知りたい（区保育主管課）

⑥ 発達に伴い重症心身障害児対象の施設を利用できなくなった子の
移行先や支援に関して、他自治体における状況や対応について意見
交換がしたい（区相談支援専門員）

⑦ 医療的ケア児支援者向けの研修を行いたいが、他区はどのように
進めているのか。（区障害福祉課）23
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2-8 医療的ケア児支援センターにおける相談実績

まとめ

・令和５年度相談件数 合計467件（区部249件、多摩218件）
・令和６年度相談件数 合計501件（区部258件、多摩243件）

➤令和５・６年度の総相談件数について、年度間、区部・多摩地域、個別支援・地域支援の比率はほぼ変わらず安定

➤地域支援における自治体職員からの相談件数…区部は多く、多摩は少ない

②（個別支援）医療的ケア児の年齢
➤小学生が最も多い。特に多摩地域はR5→R6で件数が倍増

③（個別支援）医療的ケア内容
➤区部では人工呼吸器の相談が多い

④（個別支援）相談内容

⑤（個別支援）関係機関との連絡調整

➤多摩において、行政機関・教育機関との連絡調整が多い

➤障害福祉サービス、レスパイト、保育所・幼稚園、学校に関する相談が多い傾向（年度・地域間での大きな差はみられない）

⑥（地域支援）情報提供・助言等の内容
➤区部において、保育園・幼稚園、地域の支援体制についての情報提供・助言が多い

①相談者属性

〇地域支援における相談者属性や情報提供内容を見ると、区部・多摩地域における基礎自治体の相談体
制の違いがうかがえる。
〇今後も各自治体との連携、能動的な情報収集により地域のニーズを踏まえた支援を実施していく。

令和７年度の医療的支援支援センター区部の取組（案）

障害福祉サービス、特にレスパイト等のための入院・入所先探しに係る相談に対しては、

・できるだけ多くの医療機関や事業所の情報を集め、丁寧につないでいく。

・実際に利用できたかどうか、情報提供後も相談者をフォローしていく。

・相談対応において社会資源が不足する現状等は、東京都福祉局にフィードバックする
24
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インクルーシブ保育の推進に向けた情報・教育的
コンテンツの整備事業について

25

議事３
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【概要】

○ 事業目的

医療的ケア児が利用できる保育施設が限られている現状を踏まえ、病気や障害の有無にかかわらず、希望する子供が

保育所等に通えることを目指すもの

○ 成果物

医療的ケア等の知識や受入に関する情報をまとめたガイドブック、映像教材、ワークショッププログラム等（保護者、保育所等向け）

※ 各コンテンツの内容については、令和７年度のニーズ調査及び令和８年度のワーキンググループでの検討を経て決定予定

○ 実施主体

東京都 ※ 東京大学と協定締結し実施

（研究代表者：大学院情報理工学系研究科 知能機械情報学専攻 生活システム工学研究室 特任研究員 小野敬済氏）

○ 実施期間

令和７年度～令和９年度（３年間）

【全体スケジュール】

令和７年度 ・医療的ケア児の保育所利用の実態やニーズ、好事例の調査

・ワーキンググループ組閣に向けた準備

令和８年度 ・当事者（医療的ケア児・障害児の保護者等）、保育施設職員、有識者等で構成するワーキンググループの発足

・ワーキンググループで開発方針を検討。各コンテンツのプロトタイプを作成

令和９年度 ・プロトタイプの公開、フィードバックの募集

・初版の公開、実証実験

・改良版の納品

3-1 インクルーシブ保育の推進に向けた情報・教育的コンテンツの整備事業について

26



令和７年度第１回東京都医療的ケア児支援地域協議会事務局説明資料

【令和７年度の取組（予定）】
○ インタビュー調査

目 的：医療的ケア児の保育に関わるステークホルダーの実態やニーズの把握
対象者：当事者（医療的ケア児・障害児の保護者等）、保育施設職員、区市町村担当課職員、医療福祉職、有識者等

○ 現場視察調査
目 的：病気や障害のある児童に保育・障害福祉サービスを提供する施設の実態把握
対象施設：保育施設、障害児施設（児童発達支援事業所等）、医療機関（病院、診療所、訪問看護ステーション等）等

【都・近県及び先駆的な実践を行っている国内施設】

○ アンケート調査
目 的：医療的ケア児とその家族の生活実態やニーズ、保育現場における医療的ケア児の受入体制の実態とニーズ等の把握
対 象：医療的ケア児の親（回答可能な場合は児本人及びきょうだい児も含む）、都内認可保育所及び認定こども園等、都内区市町村

○ 機器を用いた現場の客観的検証
目 的：医療的ケア児の生体兆候の変動、保育スタッフの業務実態、スタッフ・医療的ケア児・その他の児との相互的な関わりなどを定量的

に評価し、保育施設に必要な人的・環境的支援等の現状及び課題を抽出
対 象：医療的ケア児とその家族、保育関連施設

○ ワーキンググループ組閣の準備
目 的：令和8年度のワーキンググループ組閣に向けた、検討・準備

＜スケジュール＞
実施内容 4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2  

月 

3  

月 

令
和   
7 
年
度 

調査計画 
の調整 

            

インタビュー             

都内におけ
る現場視察 

            

国内におけ
る現場視察 

            

当事者向け 
アンケート 

            

保育施設向
けアンケート 

            

自治体向け 
アンケート 

            

機器を用い
た客観的検
証 

            

WGの組閣 
準備 

            

 

3-2 インクルーシブ保育の推進に向けた情報・教育的コンテンツの整備事業について
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その他
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事業名 開始年度 研修対象者 実施内容 令和７年度予定

医療的ケア児等支援者育
成研修

H29
医療的ケア児等への支援
を行う関係機関職員

講義（オンデマンド）
〇8月 募集
〇8月・12月動画配信予定
※2クール開催予定

医療的ケア児等コーディ
ネーター養成研修

H30

今後地域においてコー
ディネーターの役割を担
う予定のある相談支援専
門員、保健師、訪問看護
師等

①講義
②演習（事例を基にした
計画作成演習等）
③フォローアップ研修

〇9月～10月募集
〇10月～1２月実施予定

医療的ケア児等受入促進
研修

R4

障害児通所支援事業所等
の管理者・職員
※障害児通所・生活介護
それぞれで実施

講義、施設見学
〇8月 募集
〇10月～11月実施予定

医療的ケア児に対応する
看護職員育成研修

R5

障害児通所支援事業所等
で医療的ケア児への支援
に関わる予定や希望があ
る求職中や在職中の看護
職員

①講義（医療的ケア、看
護職員の役割等）
②実技（シミュレーター
を使用した経管栄養、吸
引、導尿等）

〇8月 募集
〇10月～ 講義配信
〇11月～1月 実技実施

医療的ケア児訪問看護ス
テーション体制整備事業

R5
医療的ケア児の訪問看護
を行う予定の訪問看護ス
テーションの看護職員

看護手技や同行訪問等
〇8月 募集
〇10月～12月実施予定

29

4-1 令和７年度医療的ケア児支援に係る人材育成事業

https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/shougai/nichijo/s_shien/ikeaji-ikusei
https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/shougai/nichijo/s_shien/ikeaji-ikusei
https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/shougai/nichijo/s_shien/ikeaji-c
https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/shougai/nichijo/s_shien/ikeaji-c
https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/shougai/nichijo/s_shien/ikeaji-sokushin
https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/shougai/nichijo/s_shien/ikeaji-sokushin
https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/shougai/nichijo/s_shien/kangoshokuinikusei01
https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/shougai/nichijo/s_shien/kangoshokuinikusei01
https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/shougai/nichijo/s_shien/ikeaji-stationseibi
https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/shougai/nichijo/s_shien/ikeaji-stationseibi
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〇オンデマンド 【配信期間】10月1日から3週間

〇集合研修 【実施日】11月14日(AM/PM)、12月12日(AM/PM)、１月16日(AM/PM)

【会場】さくら花見堂（世田谷区）

4-2 医療的ケア児に対応する看護職員育成研修

目的

障害児通所支援事業所における医療的ケア児に対応する看護職員を確保・育成するため、医
療的ケア児への支援に関わる予定や希望がある看護職員に対して、医療的ケア児と家族への支援
に必要な専門技術や知識についての実践的な研修を行う。

研修内容

R7年度実施予定

〇講義 遊びとリスク管理、健康管理等
〇演習 シミュレーターを使用した医療的ケアや緊急時対応

受講ニーズの高さ（※令和６年度：定員３０名に対し倍以上の申込有）を踏まえ、以下の通り見直し

令和6年度

〇集合研修（講義＋演習）

〇実施回数：全3回

〇募集定員：30名

令和７年度

〇オンデマンド（講義）
＋ 集合研修（演習）

〇実施回数：全6回

〇募集定員：60名

R7年度の見直し
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4-3 医療的ケア児訪問看護ステーション体制整備事業

事業概要

〇 訪問看護における医療的ケア児に対応する看護職員育成研修
初めて医療的ケア児の訪問看護を行う予定の訪問看護ステーションの看護職員を対象に、医療的ケア児への看護
手技や同行訪問等の研修を実施する。

対象経費 ➀ 医療的ケア児の訪問看護に係る初回訪問時までの準備経費（医療器材、備品等）

② 障害児相談支援事業所等との引継ぎ等に係る同行訪問の経費 ※上限：➀②計200,000円

➤ R7年度：８月から募集開始、全３日間予定①10月12日（日）、②11月1日（土）、③12月6日（土）

〇 医療的ケア児受入経費補助
研修を修了した看護職員が所属する訪問看護ステーションを対象とし、医療的ケア児の受入をした場合に経費補助
を行う。

R7年度の見直し

医療的ケア児に対応する訪問看護ステーションの拡充を図るため、補助金交付の対象となる事業所の要件を拡大

令和6年度までの要件 令和７年度からの要件

○ 看護職員育成研修修了者が所属
（研修対象：医療的ケア児受入経験のない
事業所）

○ 研修修了した年度に、初めて医療的ケア児
を受入

○ 看護職員育成研修修了者が所属
（研修対象：医療的ケア児受入経験のない

or 経験が少ない事業所*)

○ 研修終了後の次年度までに、
（１）初めて医療的ケア児を受入
（２）既に医療的ケア児を受入＋１名受入

※「受入経験のない事業所」で定員を満たさない場合に対象かつ
かつ

項

番
研修参加者が定員に満たない場合に研修参加可能な訪問看護ステーション

１ 医療的ケア児を過去に受け入れたが、受け入れていない期間が1年以上ある訪問看護ステーション

２
軽症の医療的ケア児を受け入れているが、今後新たに人工呼吸器装着者など重い医療的ケア児を受け

入れる予定のある訪問看護ステーション
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事務連絡

❏次回以降の協議会開催予定

▾第２回 令和７年12月

▾第３回 令和８年３月

※いずれもオンライン会議形式にて実施予定です

32
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